
(57)【要約】

【課題】各部品の寸法精度を緩和すること。生産性を向

上させること。

【解決手段】プレート３２が、シャフト２１を保持する

軸受部３２１と、モータ３７を取り付ける取付部３２２

と、この軸受部３２１と取付部３２２との間に設けられ

ていて軸受部３２１と取付部３２２との相対移動を可能

とする可撓部３２３、３２４とから構成されている。こ

の可撓部３２３、３２４により、シャフトホルダー２や

ギアケース３１等の寸法のばらつきで、シャフトホルダ

ー２近傍でプレート３２の位置がずれてもモータ３７及

び第１ウォームギア３５１の軸に影響を及ぼすことがな

く、しかも電動格納作動時にシャフトホルダー２を傾け

ようとする応力が発生しプレート３２を変位させようと

してもモータ３７や第１ウォームギア３５１の軸にずれ

が生ずることがなく、各部品の寸法精度を緩和すること

ができ、生産性が向上さ、かつ品質の安定性が向上する

。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
シ ャ フ ト を 有 す る シ ャ フ ト ホ ル ダ ー と 、 こ の シ ャ フ ト ホ ル ダ ー の シ ャ フ ト に 回 転 可 能 に 取
り 付 け ら れ た 格 納 駆 動 ユ ニ ッ ト と 、 こ の 格 納 駆 動 ユ ニ ッ ト に 取 り 付 け ら れ た ミ ラ ー ア セ ン
ブ リ と を 備 え た 電 動 格 納 式 ド ア ミ ラ ー に お い て 、
前 記 格 納 駆 動 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 シ ャ フ ト が 挿 入 す る 挿 入 孔 お よ び 収 納 部 を 有 す る ギ ア ケ ー
ス と 、 前 記 シ ャ フ ト を 保 持 し か つ 前 記 収 納 部 を 覆 う プ レ ー ト と 、 前 記 プ レ ー ト に 取 り 付 け
ら れ た モ ー タ と 、 前 記 収 納 部 に 収 納 さ れ か つ 前 記 モ ー タ と 前 記 シ ャ フ ト と の 間 に 設 け ら れ
て い て 前 記 モ ー タ の 動 力 を 前 記 シ ャ フ ト に 伝 達 す る 動 力 伝 達 機 構 と 、 を 備 え 、
前 記 プ レ ー ト は 、 前 記 シ ャ フ ト を 保 持 す る 軸 受 部 と 、 前 記 モ ー タ を 取 り 付 け た モ ー タ 取 付
部 と 、 前 記 軸 受 部 と 前 記 モ ー タ 取 付 部 と の 間 に 設 け ら れ て い て 前 記 軸 受 部 と 前 記 モ ー タ 取
付 部 と の 相 対 移 動 を 可 能 と す る 可 撓 部 と か ら 構 成 さ れ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る 電 動 格 納 式 ド ア ミ ラ ー 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 電 動 格 納 式 ド ア ミ ラ ー 、 特 に 、 生 産 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 電 動 格 納 式 ド
ア ミ ラ ー に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 電 動 格 納 式 ド ア ミ ラ ー に つ い て 、 図 ８ お よ び 図 ９ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 に お い て
、 １ は 自 動 車 の ド ア （ 図 示 し な い ） に 固 定 さ れ る ベ ー ス 、 ２ は シ ャ フ ト ホ ル ダ ー 、 ３ は 格
納 駆 動 ユ ニ ッ ト 、 ４ は ハ ウ ジ ン グ 、 ５ は 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト （ パ ワ ー ユ ニ ッ ト 等 ） 、 ６ は ミ
ラ ー で あ る 。 前 記 ハ ウ ジ ン グ ４ 、 取 付 ブ ラ ケ ッ ト ５ 、 ミ ラ ー ６ は 、 ミ ラ ー ア セ ン ブ リ を 構
成 し 、 内 蔵 し て い る 格 納 駆 動 ユ ニ ッ ト ３ を 介 し て シ ャ フ ト ホ ル ダ ー ２ に 回 転 可 能 に 軸 支 さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ベ ー ス １ に は 、 シ ャ フ ト ２ １ を 立 設 し た シ ャ フ ト ホ ル ダ ー ２ が 固 定 さ れ て い る 。 格 納 駆 動
ユ ニ ッ ト ３ は 、 こ の シ ャ フ ト ２ １ に 回 転 可 能 に 軸 支 さ れ て い る 。 こ の 格 納 駆 動 ユ ニ ッ ト ３
は 、 ギ ア ケ ー ス ３ １ と プ レ ー ト ３ ２ と カ バ ー ３ ３ を 備 え て い る 。 こ の ギ ア ケ ー ス ３ １ と カ
バ ー ３ ３ と に よ り 画 成 さ れ た 内 部 に は 、 プ レ ー ト ３ ２ が 配 設 さ れ て い る 。 ギ ア ケ ー ス ３ １
に は 、 ク ラ ッ チ 機 構 ３ ４ の 収 納 部 ３ １ １ と 減 速 機 構 ３ ５ の 収 納 部 ３ １ ２ と が 並 設 さ れ て い
る 。 こ の ク ラ ッ チ 機 構 ３ ４ と 減 速 機 構 ３ ５ と は 、 動 力 伝 達 機 構 を 構 成 す る 。 こ の ク ラ ッ チ
機 構 ３ ４ の 収 納 部 ３ １ １ の 底 部 に は 、 シ ャ フ ト ２ １ の 挿 入 孔 ３ １ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 プ
レ ー ト ３ ２ は 、 収 納 部 ３ １ １ と 収 納 部 ３ １ ２ の 開 口 を 覆 う よ う に し て 、 ギ ア ケ ー ス ３ １ の
外 周 壁 ３ １ ４ の 内 側 に 嵌 合 さ れ て い る 。 こ の プ レ ー ト ３ ２ に は 、 収 納 部 ３ １ １ と 収 納 部 ３
１ ２ に 対 応 し た 位 置 に 、 シ ャ フ ト ２ １ の 軸 受 部 ３ ２ １ と モ ー タ 取 付 部 ３ ２ ２ と が 形 成 さ れ
て い る 。 こ の モ ー タ 取 付 部 ３ ２ ２ に は 、 モ ー タ ３ ７ が 取 付 け ら れ て い る 。 こ の モ ー タ ３ ７
の 出 力 軸 ３ ７ １ は 、 減 速 機 構 ３ ５ の 第 １ ウ ォ ー ム ギ ア ３ ５ １ に 連 結 さ れ て い る 。 こ の 結 果
、 モ ー タ ３ ７ の 駆 動 力 （ 動 力 ） は 、 減 速 機 構 ３ ５ お よ び ク ラ ッ チ 機 構 ３ ４ を 介 し て 前 記 シ
ャ フ ト ２ １ に 伝 達 さ れ る こ と と な る 。 そ し て 、 カ バ ー ３ ３ に は 、 軸 受 部 ３ ２ １ に 連 通 す る
筒 状 部 ３ ３ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 そ の 筒 状 部 ３ ３ ２ の 内 部 に は 、 ハ ー ネ ス 挿 通 孔 ３ ３ １ が
形 成 さ れ て い る 。 こ の カ バ ー ３ ３ は 、 ギ ア ケ ー ス ３ １ の 外 周 壁 ３ １ ４ に 嵌 合 し て い る 。 こ
の カ バ ー ３ ３ と プ レ ー ト ３ ２ と で 画 成 さ れ た 内 部 に は 、 ス イ ッ チ 回 路 基 板 ３ ６ が 配 設 さ れ
て い る 。 こ の ス イ ッ チ 回 路 基 板 ３ ６ に は 、 ス イ ッ チ 回 路 が 実 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し な が ら 、 上 述 の 図 ８ お よ び 図 ９ に 示 さ れ た 電 動 格 納 式 ド ア ミ ラ ー で は 、 格 納 駆 動 ユ
ニ ッ ト ３ を 、 シ ャ フ ト ２ １ に 、 ギ ア ケ ー ス ３ １ に 形 成 さ れ た シ ャ フ ト ２ １ の 挿 入 孔 ３ １ ３
と プ レ ー ト ３ ２ に 形 成 さ れ た 軸 受 部 ３ ２ １ の 二 点 で 軸 支 し て い る た め に 、 ギ ア ケ ー ス ３ １
及 び プ レ ー ト ３ ２ の 製 造 時 に お け る 寸 法 誤 差 や 組 付 け 誤 差 に よ り 、 ギ ア ケ ー ス ３ １ の 挿 入
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孔 ３ １ ３ の 中 心 軸 ０ － ０ と プ レ ー ト ３ ２ の 軸 受 部 ３ ２ １ の 中 心 軸 ０ ´ － ０ ´ に ず れ が 生 じ
る 場 合 が あ っ た 。 こ の た め に 、 格 納 駆 動 ユ ニ ッ ト ３ （ 回 動 部 材 ） の 回 動 な ど の 妨 げ と な る
。 ま た 、 格 納 駆 動 ユ ニ ッ ト ３ が シ ャ フ ト ２ １ に 対 し て 径 方 向 に ガ タ 付 く の で モ ー タ ３ ７ や
減 速 機 構 ３ ５ な ど 動 力 伝 達 に 影 響 を 与 え る 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ こ で 、 こ の 出 願 人 は 、 そ れ ら の 問 題 点 を 解 決 す る こ と が で き る 電 動 格 納 式 ド ア ミ ラ ー （
特 許 文 献 １ 参 照 ） を 先 に 出 願 し た 。 こ の 電 動 格 納 式 ド ア ミ ラ ー は 、 プ レ ー ト （ 特 許 文 献 １
中 、 符 号 ２ ７ ） の 円 形 透 孔 （ 特 許 文 献 中 、 符 号 ２ ７ ０ ） の 周 囲 に 環 状 フ レ キ シ ブ ル 部 （ 特
許 文 献 １ 中 、 符 号 ２ ７ １ ） を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 ギ ア ケ ー ス （ 特 許 文 献 １ 中 、 符 号 ２
２ ） の 円 形 透 孔 （ 特 許 文 献 １ 中 、 符 号 ２ ２ ０ ） の 中 心 （ 特 許 文 献 １ 中 、 符 号 ０ － ０ ） と プ
レ ー ト （ ２ ７ ） の 円 形 透 孔 （ ２ ７ ０ ） の 中 心 （ 特 許 文 献 中 、 符 号 ０ ’ － ０ ’ ） と の 間 に 生
じ る 寸 法 誤 差 を 吸 収 す る 。 こ の た め に 、 回 動 部 材 の 回 動 及 び 移 動 の 妨 げ を 防 止 し 、 ま た 、
回 動 部 材 の シ ャ フ ト の 径 方 向 の ガ タ を 防 止 し て 動 力 伝 達 へ の 影 響 を 与 え な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ １ － ２ ４ ０ ３ ８ ５ 号 公 報 　 （ 段 落 番 号 「 ０ ０ １ ９ 」 ～ 「 ０ ０ ２ ３ 」 、 図 １ ～ 図 ６
）
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ が 、 前 記 の 電 動 格 納 式 ド ア ミ ラ ー （ 特 許 文 献 １ ） は 、 シ ャ フ ト 軸 （ ギ ア ケ ー ス ３ １
の 挿 入 孔 ３ １ ３ の 中 心 軸 ０ － ０ お よ び プ レ ー ト ３ ２ の 軸 受 部 ３ ２ １ の 中 心 軸 ０ ´ － ０ ´ ）
と 、 モ ー タ 軸 （ モ ー タ ３ ７ の 出 力 軸 ３ ７ １ 、 第 １ ウ ォ ー ム ギ ア ３ ５ １ の 軸 心 ０ １ － ０ １ ）
と の 間 の 寸 法 調 整 機 構 に つ い て は 、 何 ら 考 慮 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 発 明 は 、 先 の 出 願 の 電 動 格 納 式 ド ア ミ ラ ー （ 特 許 文 献 １ ） の 改 良 に か か り 、 そ の 目 的
と す る と こ ろ は 、 シ ャ フ ト 軸 と モ ー タ 軸 と の 間 の 寸 法 調 整 機 能 を 持 た せ る こ と に よ り 、 各
部 品 の 寸 法 精 度 を 緩 和 す る こ と が で き 、 生 産 性 を 向 上 さ せ 、 か つ 、 品 質 の 安 定 性 を 高 め る
こ と が で き る 電 動 格 納 式 ド ア ミ ラ ー を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 述 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に か か る 発 明 は 、 プ レ ー ト が 、 シ ャ フ ト を 保 持 す
る 軸 受 部 と 、 モ ー タ を 取 り 付 け た モ ー タ 取 付 部 と 、 こ の 軸 受 部 と モ ー タ 取 付 部 と の 間 に 設
け ら れ て い て 軸 受 部 と モ ー タ 取 付 部 と の 相 対 移 動 を 可 能 と す る 可 撓 部 と か ら 構 成 さ れ て い
る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の 結 果 、 請 求 項 １ に か か る 発 明 は 、 プ レ ー ト の 軸 受 部 と モ ー タ 取 付 部 と の 間 に 設 け ら れ
た 可 撓 部 に よ り 、 シ ャ フ ト ホ ル ダ ー や ギ ア ケ ー ス 等 の 寸 法 の ば ら つ き で 、 シ ャ フ ト ホ ル ダ
ー 近 傍 で プ レ ー ト の 位 置 が ず れ て も モ ー タ 及 び ウ ォ ー ム ギ ア の 軸 に 影 響 を 及 ぼ す こ と が な
く 、 し か も 電 動 格 納 作 動 時 に シ ャ フ ト ホ ル ダ ー を 傾 け よ う と す る 応 力 が 発 生 し プ レ ー ト を
変 位 さ せ よ う と し て も モ ー タ や 第 １ ウ ォ ー ム ギ ア の 軸 に ず れ が 生 ず る こ と が な い 。 こ の た
め に 、 請 求 項 １ に か か る 発 明 は 、 各 部 品 の 寸 法 精 度 を 緩 和 す る こ と が で き 、 生 産 性 が 向 上
さ れ 、 か つ 、 品 質 の 安 定 性 も 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 こ の 発 明 に か か る 電 動 格 納 式 ド ア ミ ラ ー の 実 施 の 形 態 の １ 例 に つ い て 図 １ ～ 図 ７ を
参 照 し つ つ 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 こ の 実 施 の 形 態 に よ り こ の 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は
な い 。 ま た 、 こ の 実 施 の 形 態 の 構 成 要 素 に は 、 所 謂 当 業 者 に よ り 置 換 可 能 か つ 容 易 な も の
、 或 い は 実 質 的 に 同 一 な も の が 含 ま れ る 。 さ ら に 、 図 中 、 図 ８ お よ び 図 ９ と 同 符 号 は 、 同
一 の も の を 示 す 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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格 納 駆 動 ユ ニ ッ ト ３ は 、 シ ャ フ ト ホ ル ダ ー ２ の シ ャ フ ト ２ １ に ボ ー ル ３ ８ と ワ ッ シ ャ ー ３
９ を 介 し て 回 転 可 能 に 軸 支 さ れ て い る 。 ま た 、 格 納 駆 動 ユ ニ ッ ト ３ の ギ ア ケ ー ス ３ １ お よ
び カ バ ー ３ ３ に よ り 画 成 さ れ た 内 部 に は 、 プ レ ー ト ３ ２ と 、 動 力 伝 達 機 構 を 構 成 す る ク ラ
ッ チ 機 構 ３ ４ お よ び 減 速 機 構 ３ ５ と 、 と ス イ ッ チ 回 路 基 板 ３ ６ と が そ れ ぞ れ 配 設 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ギ ア ケ ー ス ３ １ に は 、 ク ラ ッ チ 機 構 ３ ４ の 収 納 部 ３ １ １ と 減 速 機 構 ３ ５ の 収 納 部 ３ １ ２ と
が 並 設 さ れ て い る 。 こ の 収 納 部 ３ １ １ と 収 納 部 ３ １ ２ と の 内 部 に は 、 ク ラ ッ チ 機 構 ３ ４ と
減 速 機 構 ３ ５ と が 、 そ れ ぞ れ 配 設 さ れ て い る 。 ク ラ ッ チ 機 構 ３ ４ の 収 納 部 ３ １ １ の 底 部 に
は 、 シ ャ フ ト ２ １ の 挿 入 孔 ３ １ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 挿 入 孔 ３ １ ３ に は 、 シ ャ フ ト ２
１ が 貫 通 し て 挿 入 さ れ て い る 。 こ の シ ャ フ ト ２ １ に は 、 ク ラ ッ チ 機 構 ３ ４ が ワ ッ シ ャ ー ３
９ ´ を 介 し て 取 付 ら れ て い る 。 ま た 、 ギ ア ケ ー ス ３ １ の 収 納 部 ３ １ １ 、 ３ １ ２ の 内 側 面 は
、 上 側 か ら 下 側 に か け て 開 口 が 窄 ま る よ う な テ ー パ 面 を な す 。 さ ら に 、 ギ ア ケ ー ス ３ １ の
収 納 部 ３ １ １ 、 ３ １ ２ の 上 部 の 外 周 壁 ３ １ ４ の 内 側 面 に は 、 リ ブ ３ １ ５ が 設 け ら れ て い る
。 こ の リ ブ ３ １ ５ の 内 側 面 を 収 納 部 ３ １ １ 、 ３ １ ２ の 内 側 面 に あ わ せ た テ ー パ 面 と し て も
良 い 。 し か も 、 こ の リ ブ ３ １ ５ を 収 納 部 ３ １ １ 、 ３ １ ２ の 内 側 面 ま で 設 け て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
プ レ ー ト ３ ２ は 、 ギ ア ケ ー ス ３ １ の 収 納 部 ３ １ １ 、 ３ １ ２ の 開 口 を 覆 う よ う に し て 、 ギ ア
ケ ー ス ３ １ の 外 周 壁 ３ １ ４ の 内 側 に 嵌 合 さ れ 、 か つ 、 ギ ア ケ ー ス ３ １ に ス ク リ ュ ー Ｓ で 固
定 さ れ て い る 。 こ の プ レ ー ト ３ ２ に は 、 シ ャ フ ト ２ １ の 軸 受 部 ３ ２ １ が 、 ク ラ ッ チ 機 構 ３
４ の 収 納 部 ３ １ １ に 対 応 し て 形 成 さ れ て い る 。 こ の 軸 受 部 ３ ２ １ に は 、 シ ャ フ ト ２ １ が 回
転 可 能 に 軸 受 さ れ て い る 。 こ の 軸 受 部 ３ ２ １ は 、 ほ ぼ 短 円 筒 形 状 を な す 。 こ の 軸 受 部 ３ ２
１ の 周 囲 に は 、 軸 受 部 ３ ２ １ を 囲 う 立 壁 部 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 プ レ ー ト ３ ２ に は 、 モ ー タ ３ ７ の 取 付 部 （ モ ー タ 取 付 部 ） ３ ２ ２ が 、 減 速 機 構 ３ ５
の 収 納 部 ３ １ ２ に 対 応 し て 形 成 さ れ て い る 。 こ の 取 付 部 ３ ２ ２ の 底 部 に は 、 モ ー タ ３ ７ の
出 力 軸 ３ ７ １ の 挿 入 孔 が 形 成 さ れ て い る 。 取 付 部 ３ ２ ２ に は 、 モ ー タ ３ ７ が 取 り 付 け ら れ
て い る 。 こ の モ ー タ ３ ７ の 出 力 軸 ３ ７ １ は 、 挿 入 孔 を 通 し て 減 速 機 構 ３ ５ の 第 １ ウ ォ ー ム
ギ ア ３ ５ １ に ジ ョ イ ン ト ３ ７ ２ を 介 し て 結 合 さ れ て い る 。 こ の 結 果 、 モ ー タ ３ ７ の 駆 動 力
（ 動 力 ） は 、 減 速 機 構 ３ ５ お よ び ク ラ ッ チ 機 構 ３ ４ を 介 し て 前 記 シ ャ フ ト ２ １ に 伝 達 さ れ
る こ と と な る 。 ま た 、 取 付 部 ３ ２ ２ の 周 囲 は 、 立 壁 形 状 を な す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ４ に 示 す よ う に 、 プ レ ー ト ３ ２ の 軸 受 部 ３ ２ １ と 取 付 部 ３ ２ ２ と の 間 に は 、 逆 Ｕ 字 形 状
の 可 撓 部 ３ ２ ３ が プ レ ー ト ３ ２ の ほ ぼ 短 手 方 向 に 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 プ レ ー ト ３
２ の ク ラ ッ チ 機 構 ３ ４ の 収 納 部 ３ １ １ と 減 速 機 構 ３ ５ の 収 納 部 ３ １ ２ と の 境 界 部 分 に 対 応
す る 部 分 は 、 可 撓 部 ３ ２ ３ に よ り 連 結 さ れ て い る 。 こ の 可 撓 部 ３ ２ ３ に よ り 、 シ ャ フ ト 軸
（ ギ ア ケ ー ス ３ １ の 挿 入 孔 ３ １ ３ の 中 心 軸 ０ － ０ と プ レ ー ト ３ ２ の 軸 受 部 ３ ２ １ の 中 心 軸
０ ´ － ０ ´ ） と モ ー タ 軸 （ 　 モ ー タ ３ ７ の モ ー タ 出 力 軸 ３ ７ １ 、 第 １ ウ ォ ー ム ギ ア ３ ５ １
の 軸 芯 ０ １ － ０ １ ） と の 間 の 寸 法 調 整 が 可 能 と な り 、 ま た 、 軸 間 の 変 位 が 吸 収 さ れ る 。 し
か も 、 こ の 可 撓 部 ３ ２ ３ に よ り 、 プ レ ー ト ３ ２ の 軸 受 部 ３ ２ １ の 中 心 軸 ０ ´ － ０ ´ と ギ ア
ケ ー ス ３ １ の 挿 入 孔 ３ １ ３ の 中 心 軸 ０ － ０ と が 一 致 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
な お 、 こ の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 可 撓 部 ３ ２ ３ が 断 面 逆 Ｕ 字 形 状 を な す も の で あ る が 、
こ の 発 明 は 、 可 撓 部 の 断 面 形 状 を 限 定 し な い 。 た と え ば 、 断 面 Ｕ 字 形 状 、 断 面 Ｖ 字 形 状 、
断 面 逆 Ｖ 字 形 状 、 断 面 Ｗ 字 形 状 、 断 面 Ｍ 字 形 状 、 な ど で も 良 く 、 ま た 、 肉 薄 形 状 で も 良 い
。
【 ０ ０ １ ８ 】
カ バ ー ３ ３ の 軸 受 部 ３ ２ １ に 対 向 す る 部 分 に は 、 筒 状 部 ３ ３ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 筒
状 部 ３ ３ ２ の 内 部 に は 、 ハ ー ネ ス 挿 通 孔 ３ ３ １ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 筒 状 部 ３ ３ ２ の 周
壁 は 、 ギ ア ケ ー ス ３ １ の 外 周 壁 ３ １ ３ に 嵌 合 し 、 任 意 の 方 法 （ ホ ッ ト メ ル ト 、 ス ク リ ュ ー

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-237817 A 2004.8.26



等 ） で 固 定 さ れ て い る 。 こ の カ バ ー ３ ３ と プ レ ー ト ３ ２ と で 画 成 さ れ た 内 部 に は 、 ス イ ッ
チ 回 路 基 板 ３ ６ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ク ラ ッ チ 機 構 ３ ４ は 、 ク ラ ッ チ ホ ル ダ ー ３ ４ １ と 、 ク ラ ッ チ ギ ア ３ ４ ２ と 、 ス プ リ ン グ ３
４ ３ と 、 プ ッ シ ュ ナ ッ ト ３ ４ ４ と を 備 え る 。 こ の ク ラ ッ チ 機 構 ３ ４ は 、 ク ラ ッ チ 機 構 収 納
部 ３ １ １ に 挿 入 さ れ た シ ャ フ ト ２ １ に 、 ワ ッ シ ャ ー ３ ９ ´ 、 ク ラ ッ チ ホ ル ダ ー ３ ４ １ 、 ク
ラ ッ チ ギ ア ３ ４ ２ 、 ス プ リ ン グ ３ ４ ３ 、 を 順 次 嵌 め 合 せ 、 プ ッ シ ュ ナ ッ ト ３ ４ ４ で ス プ リ
ン グ ３ ４ ３ を 縮 設 す る こ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 こ の 時 に ク ラ ッ チ ホ ル ダ ー ３ ４ １ に
上 面 に 形 成 さ れ た 凸 部 ３ ４ １ ａ が ク ラ ッ チ ギ ア ３ ４ ２ の 内 面 に 形 成 さ れ た 凹 部 ３ ４ ２ ａ に
噛 み 合 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
減 速 機 構 ３ ５ は 、 取 付 部 ３ ２ ２ か ら 減 速 機 構 ３ ５ の 収 納 部 ３ １ ２ の 内 部 に 挿 入 さ れ た モ ー
タ 出 力 軸 ３ ７ １ に ジ ョ イ ン ト ３ ７ ２ を 介 し て 取 付 け ら れ た 第 １ ウ ォ ー ム ギ ア ３ ５ １ と 、 こ
の 第 １ ウ ォ ー ム ギ ア ３ ５ １ に 噛 み 合 う ヘ リ カ ル ギ ア ３ ５ ２ と 、 こ の ヘ リ カ ル ギ ア ３ ５ ２ に
噛 み 合 う 第 ２ ウ ォ ー ム ギ ア ３ ５ ３ と を 備 え る も の で あ る 。 こ の 減 速 機 構 ３ ５ の 第 ２ ウ ォ ー
ム ギ ア ３ ５ ３ が ク ラ ッ チ ギ ア ３ ４ ２ に 噛 み 合 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ス イ ッ チ 回 路 基 板 ３ ６ は 、 プ レ ー ト ３ ２ の 軸 受 部 ３ ２ １ を 蓋 う よ う に し て プ レ ー ト ３ ２ 上
に 固 定 さ れ る 。 こ の ス イ ッ チ 回 路 基 板 ３ ６ に は 、 カ バ ー ３ ３ に 形 成 し た 筒 状 部 ３ ３ ２ の 嵌
合 孔 ３ ６ １ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
カ バ ー ３ ３ は 、 プ レ ー ト ３ ２ の 上 に 取 り 付 け ら れ た ス イ ッ チ 回 路 基 板 ３ ６ の 嵌 合 孔 ３ ６ １
に 筒 状 部 ３ ３ ２ を 嵌 め 合 せ る よ う に し て ギ ア ケ ー ス ３ １ の 外 周 壁 ３ １ ４ に ホ ッ ト メ ル ト 等
の 任 意 な 方 法 で 固 着 さ れ る 。 こ の 時 、 挿 入 孔 ３ １ ３ の 中 心 軸 ０ － ０ と 、 軸 受 部 ３ ２ １ の 中
心 軸 ０ ´ － ０ ´ と 、 嵌 合 孔 ３ ６ １ の 中 心 軸 と 、 筒 状 部 ３ ３ ２ の 中 心 軸 と を 一 致 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ た こ の 実 施 の 形 態 に か か る 電 動 格 納 式 ド ア ミ ラ ー は 、 車 両 内 部 の ス イ
ッ チ （ 図 示 し な い ） を 操 作 す る こ と に よ っ て 、 モ ー タ ３ ７ を 駆 動 す る 。 す る と 、 モ ー タ ３
７ の 回 転 力 は 、 モ ー タ 出 力 軸 ３ ７ １ 、 ジ ョ イ ン ト ３ ７ ２ 、 減 速 機 構 ３ ５ を 介 し て シ ャ フ ト
２ １ に 固 定 さ れ た ク ラ ッ チ ギ ア ３ ４ ２ 伝 達 さ れ る 。 こ の 時 ク ラ ッ チ ギ ア ３ ４ ２ は 、 シ ャ フ
ト ２ １ に 対 し て 回 転 不 能 に 固 定 さ れ て い る た め に 、 減 速 機 構 ３ ５ の 第 ２ ウ ォ ー ム ギ ア ３ ５
３ が ク ラ ッ チ ギ ア ３ ４ ２ を 中 心 と し て 回 転 す る 。 こ の 回 転 に よ り 格 納 駆 動 ユ ニ ッ ト ３ を 内
蔵 し た ミ ラ ー ア セ ン ブ リ の ハ ウ ジ ン グ ４ が シ ャ フ ト ２ １ を 中 心 と し て 回 転 さ れ る 。 こ の 回
転 に 伴 っ て 、 ド ア ミ ラ ー を 正 規 の 状 態 と 格 納 状 態 の 間 で 回 転 作 動 さ せ る 。 ミ ラ ー ア セ ン ブ
リ （ 格 納 駆 動 ユ ニ ッ ト ３ を 内 蔵 す る ハ ウ ジ ン グ ４ 、 取 付 ブ ラ ケ ッ ト ５ 、 ミ ラ ー ６ か ら な る
） が 所 定 の 位 置 に 達 し た と こ ろ で 、 ス イ ッ チ 回 路 の ス イ ッ チ 作 動 に よ り モ ー タ ３ ７ へ の 通
電 が 遮 断 さ れ 、 ミ ラ ー ア セ ン ブ リ が 所 定 の 位 置 に 停 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 何 ら か の 事 情 で モ ー タ ３ ７ の 伝 達 力 が 過 度 に 作 用 し た 場 合 や ミ ラ ー ア ッ セ ン ブ リ ー
に 衝 撃 が 加 わ っ た 場 合 に は 、 ク ラ ッ チ ギ ア ３ ４ ２ が ス プ リ ン グ ３ ３ ４ ３ の 押 圧 力 に 抗 し て
回 転 し 、 ク ラ ッ チ ギ ア ３ ４ ２ と ク ラ ッ チ ホ ル ダ ー ３ ４ １ の 凹 凸 （ ３ ４ ２ ａ 、 ３ ４ １ ａ ） の
噛 み 合 い を 解 除 す る 。 こ の 時 点 で 、 モ ー タ ３ ７ へ の 負 荷 が 解 除 さ れ モ ー タ ３ ７ の 損 傷 は 回
避 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の 実 施 の 形 態 に か か る 電 動 格 納 式 ド ア ミ ラ ー は 、 プ レ ー ト ３ ２ の 軸 受 部 ３ ２ １ と モ ー タ
取 付 部 ３ ２ ２ と の 間 に 設 け ら れ た 可 撓 部 ３ ２ ３ に よ り 、 シ ャ フ ト ホ ル ダ ー ２ や ギ ア ケ ー ス
３ １ 等 の 寸 法 の ば ら つ き で 、 シ ャ フ ト ホ ル ダ ー ２ の 近 傍 で プ レ ー ト ３ ２ の 位 置 が ず れ て も
モ ー タ 軸 （ モ ー タ ３ ７ 及 び 第 １ ウ ォ ー ム ギ ア ３ ５ １ の 軸 ０ １ － ０ １ ） に 影 響 を 及 ぼ す こ と
が な い 。 ま た 電 動 格 納 作 動 時 に シ ャ フ ト ホ ル ダ ー ２ を 傾 け よ う と す る 応 力 が 発 生 し プ レ ー
ト を 変 位 さ せ よ う と し て も モ ー タ 軸 （ モ ー タ ３ ７ や 第 １ ウ ォ ー ム ギ ア ３ ５ １ の 軸 ０ １ － ０
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１ ） に ず れ が 生 ず る こ と が な い 。 こ の た め に 、 各 部 品 の 寸 法 精 度 を 緩 和 す る こ と が で き 、
生 産 性 が 向 上 さ れ 、 か つ 、 品 質 の 安 定 性 が 向 上 す る 。 し か も 、 シ ャ フ ト 軸 と モ ー タ 軸 と の
平 行 度 が 向 上 さ れ る の で 、 動 力 伝 達 が ス ム ー ズ に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 こ の 実 施 の 形 態 に か か る 電 動 格 納 式 ド ア ミ ラ ー は 、 プ レ ー ト ３ ２ の 軸 受 部 ３ ２ １ と
モ ー タ 取 付 部 ３ ２ ２ と の 間 に 設 け ら れ た 可 撓 部 ３ ２ ３ に よ り 、 シ ャ フ ト ホ ル ダ ー ２ や ギ ア
ケ ー ス ３ １ や プ レ ー ト ３ ２ 等 の 組 み 付 け に ば ら つ き が あ っ て も 、 こ の 組 み 付 け 時 の ば ら つ
き が 吸 収 さ れ る 。 特 に 、 図 ２ 中 の 矢 印 方 向 に 可 撓 部 の 可 撓 力 （ 弾 性 力 ） が 働 く の で 、 こ の
矢 印 方 向 に お い て 、 シ ャ フ ト ホ ル ダ ー や ギ ア ケ ー ス や プ レ ー ト 等 が 確 実 に 組 み 付 け ら れ る
。 こ の た め に 、 こ の 実 施 の 形 態 に か か る 電 動 格 納 式 ド ア ミ ラ ー は 、 各 部 品 の 組 み 付 け 精 度
を 緩 和 す る こ と が で き 、 生 産 性 が 向 上 さ れ 、 か つ 、 品 質 の 安 定 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
さ ら に 、 こ の 実 施 の 形 態 に か か る 電 動 格 納 式 ド ア ミ ラ ー は 、 プ レ ー ト ３ ２ の 軸 受 部 ３ ２ １
と モ ー タ 取 付 部 ３ ２ ２ と が 可 撓 部 ３ ２ ３ を 介 し て 一 体 に 構 成 さ れ て い る の で 、 部 品 点 数 や
組 み 付 け 工 程 数 の 軽 減 化 が 図 ら れ る 。 し か も 、 プ レ ー ト ３ ２ の 軸 受 部 ３ ２ １ と モ ー タ 取 付
部 ３ ２ ２ を 剛 構 造 と し て も 、 軸 受 部 ３ ２ １ と モ ー タ 取 付 部 ３ ２ ２ と の 間 の 可 撓 部 ３ ２ ３ の
柔 構 造 に よ り 、 前 記 作 用 効 果 を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 に か か る 電 動 格 納 式 ド ア ミ ラ ー は 、 各 部 品 の 寸 法 精 度 や 組 み
付 け 精 度 を 緩 和 す る こ と が で き る の で 、 生 産 性 が 向 上 さ れ 、 か つ 、 生 産 コ ス ト を 安 価 に す
る と と も に 品 質 の 安 定 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ こ で 、 プ レ ー ト ３ ２ の 機 能 に つ い て 説 明 す る と 、 シ ャ フ ト 軸 と モ ー タ 軸 と の 間 の 寸 法 （
軸 間 の 平 行 度 ） を 維 持 す る こ と 、 回 動 作 動 時 に 生 じ る 応 力 に よ っ て シ ャ フ ト ホ ル ダ ー ２ が
傾 く の を 防 止 す る こ と 、 ス イ ッ チ 回 路 基 板 ３ ６ を 保 持 す る こ と 、 第 ２ ウ ォ ー ム ギ ア ３ ５ ３
の 高 さ 方 向 の ず れ を 防 止 す る こ と 、 モ ー タ ３ ７ を 保 持 す る こ と な ど が あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 ギ ア ケ ー ス ３ １ の 収 納 部 ３ １ １ 、 ３ １ ２ の 内 側 面 が テ ー パ 面 を な す の で 、 ギ ア ケ ー
ス ３ １ の 収 納 部 ３ １ １ 、 ３ １ ２ 中 に ク ラ ッ チ 機 構 ３ ４ 、 減 速 機 構 ３ ５ を 収 納 し 易 く な り 、
組 み 付 け 作 業 が 向 上 さ れ る 。 さ ら に 、 ギ ア ケ ー ス ３ １ の 外 周 壁 ３ １ ４ の 内 側 面 に リ ブ ３ １
５ を 設 け た の で 、 ギ ア ケ ー ス ３ １ に プ レ ー ト ３ ２ を 確 実 に 固 定 す る こ と が で き る 。 こ れ に
よ り 、 上 記 の プ レ ー ト ３ ２ の 機 能 が 確 実 に 果 た さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ５ ～ 図 ７ は 、 プ レ ー ト の 変 形 例 を 示 す 。 こ の 変 形 例 の プ レ ー ト ３ ２ は 、 軸 受 部 ３ ２ １ と
モ ー タ 取 付 部 ３ ２ ２ と の 間 の 可 撓 部 ３ ２ ４ を 、 プ レ ー ト ３ ２ に 対 し て 水 平 対 角 方 向 に 設 け
て い る 。 こ の 可 撓 部 ３ ２ ４ に よ り 、 プ レ ー ト ３ ２ に は 、 可 撓 力 （ 弾 性 力 ） が 図 ６ の 矢 印 ａ
－ ａ （ 水 平 方 向 ） と 垂 直 方 向 ｂ － ｂ と に 作 用 す る の で 、 多 方 向 の 寸 法 誤 差 を 吸 収 す る こ と
が で き る 。 し か も 、 プ レ ー ト ３ ２ と ギ ア ケ ー ス ３ １ と の 組 み 付 け が さ ら に 確 実 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 こ の 発 明 の 電 動 格 納 式 ド ア ミ ラ ー は 、 プ レ ー ト の 軸 受 部 と モ ー タ 取
付 部 と の 間 に 設 け ら れ た 可 撓 部 に よ り 、 シ ャ フ ト ホ ル ダ ー や ギ ア ケ ー ス 等 の 寸 法 の ば ら つ
き で 、 シ ャ フ ト ホ ル ダ ー 近 傍 で プ レ ー ト の 位 置 が ず れ て も モ ー タ 及 び ウ ォ ー ム ギ ア の 軸 に
影 響 を 及 ぼ す こ と が な く 、 し か も 電 動 格 納 作 動 時 に シ ャ フ ト ホ ル ダ ー を 傾 け よ う と す る 応
力 が 発 生 し プ レ ー ト を 変 位 さ せ よ う と し て も モ ー タ や 第 １ ウ ォ ー ム ギ ア の 軸 に ず れ が 生 ず
る こ と が な い 。 こ の た め に 、 請 求 項 １ に か か る 発 明 は 、 各 部 品 の 寸 法 精 度 を 緩 和 す る こ と
が で き 、 生 産 性 が 向 上 さ れ 、 か つ 、 品 質 の 安 定 性 が 向 上 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 に か か る 電 動 格 納 式 ド ア ミ ラ ー の 実 施 の 形 態 を 示 す シ ャ フ ト ホ ル ダ ー と
格 納 駆 動 ユ ニ ッ ト と の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 同 じ く 、 格 納 駆 動 ユ ニ ッ ト の カ バ ー 、 ス イ ッ チ 回 路 基 板 、 プ レ ー ト を 除 い た 状 態
の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に お け る Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 一 部 を 破 断 し た プ レ ー ト を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 プ レ ー ト の 変 形 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 じ く 、 プ レ ー ト の 変 形 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ に お け る Ｖ Ｉ Ｉ － Ｖ Ｉ Ｉ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 一 般 の 電 動 格 納 式 ド ア ミ ラ ー の 概 略 を 示 す 一 部 破 断 及 び 一 部 透 視 の 平 面 図 で あ る
。
【 図 ９ 】 従 来 の 電 動 格 納 式 ド ア ミ ラ ー の 格 納 駆 動 ユ ニ ッ ト を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 ベ ー ス
２ 　 シ ャ フ ト ホ ル ダ ー
２ １ 　 シ ャ フ ト
３ 　 格 納 駆 動 ユ ニ ッ ト
３ １ 　 ギ ア ケ ー ス
３ １ １ 　 （ ク ラ ッ チ 機 構 の ） 収 納 部
３ １ ２ 　 （ 減 速 機 構 の ） 収 納 部
３ １ ３ 　 （ シ ャ フ ト の ） 挿 入 孔
３ １ ４ 　 （ ギ ア ケ ー ス の ） 外 周 壁
３ １ ５ 　 リ ブ
３ ２ 　 プ レ ー ト
３ ２ １ 　 （ シ ャ フ ト の ） 軸 受 部
３ ２ ２ 　 （ モ ー タ の ） 取 付 部
３ ２ ３ 、 ３ ２ ４ 　 可 撓 部
３ ３ 　 カ バ ー
３ ４ 　 ク ラ ッ チ 機 構
３ ５ 　 減 速 機 構
３ ６ 　 ス イ ッ チ 回 路 基 板
３ ６ １ 　 嵌 合 孔
３ ７ 　 モ ー タ
３ ８ 　 ボ ー ル
３ ９ 、 ３ ９ ´ 　 ワ ッ シ ャ ー
０ － ０ 　 シ ャ フ ト 軸 （ 挿 入 孔 ３ １ ３ の 中 心 軸 ）
０ ´ － ０ ´ 　 シ ャ フ ト 軸 （ プ レ ー ト ３ ２ の 軸 受 部 ３ ２ １ の 中 心 軸 ）
０ １ － ０ １ 　 モ ー タ 軸 （ モ ー タ ３ ７ 及 び 第 １ ウ ォ ー ム ギ ア ３ ５ １ の 軸 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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